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今
年
度
の
青
年
海
外
協
力

隊
員
に
経
済
学
部
国
際
経
済

学
科
の
２
人
の
卒
業
生
が
選

ば
れ
た
。

ウ
ガ
ン
ダ
派
遣
の
小
河
智

子
さ
ん
（
平
１８
・
鈴
木
直
次

ゼ
ミ
）
と
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ

派
遣
の
下
川
美
奈
子
さ
ん

（
平
２２
・
室
井
義
雄
ゼ
ミ
）。小

河
さ
ん
は
２
次
隊
で
９
月
、

下
川
さ
ん
は
３
次
隊
で
１２
月

ご
ろ
の
出
発
と
な
る
。
い
ず

れ
も
派
遣
先
で
村
落
開
発
に

携
わ
る
。
任
期
は
２
年
間
。

小
河
さ
ん
は
市
場
調
査
の

会
社
に
勤
め
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
リ
サ
ー
チ
の
経
験
を
積

ん
だ
。
学
生
時
代
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

論
の
授
業
の
中
で
「
経
済
分

析
が
で
き
る
開
発
ワ
ー
カ
ー

を
目
指
せ
」
と
狐
崎
知
己
教

授
か
ら
激
励
さ
れ
た
こ
と

が
、
印
象
に
残
っ
た
と
い

う
。
「
貧
困
削
減
を
テ
ー
マ

に
し
、
ア
フ
リ
カ
で
の
ネ
リ

カ
米
普
及
な
ど
食
糧
開
発
に

携
わ
り
た
い
」
と
夢
が
膨
ら

む
。今

年
卒
業
し
た
下
川
さ
ん

は
在
学
中
、
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ

ア
ー
な
ど
で
発
展
途
上
の
国

々
を
訪
ね
た
が
、
短
期
間
滞

在
の
限
界
を
痛
感
。
長
期
に

わ
た
っ
て
現
地
の
人
々
と
触

れ
合
い
活
動
す
る
協
力
隊
員

を
目
指
し
た
。

「
大
学
で
４
年
間
学
ん
だ

こ
と
を
生
か
し
、
対
話
を
心

が
け
、
少
し
で
も
住
民
の
力

に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
た

い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

１
９
８
０
年
に
情
報
科
学

研
究
会
が
設
立
さ
れ
て
か
ら

ち
ょ
う
ど
３０
周
年
と
な
る
。

情
報
科
学
研
究
所
は
、
３
月

５
日
に
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン

パ
ス
で
、
研
究
所
の
設
立
に

深
く
か
か
わ

っ
た
方
々
や

歴
代
所
長
を

招
い
て
、
設

立
３０
周
年
記

念
座
談
会
を

開
催
し
た
。

出

席

者

は
、
初
代
所

長
の
坂
本
實

名
誉
教
授
を

筆
頭
に
、
元

所
長
で
あ
る

奥
田
和
彦
名

誉
教
授
と
�

田
勝
臣
名
誉

教
授
、
竹
村
憲
郎
経
営
学
部

教
授
（
現
名
誉
教
授
）
、
小

島
崇
弘
商
学
部
教
授
、
佐
藤

創
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部

教
授
、
齋
藤
雄
志
同
教
授
、

中
村
友
保
同
教
授
、
前
所
長

の
綿
貫
理
明
同
教
授
。
司
会

は
現
所
長
の
大
曽
根
匡
経
営

学
部
教
授
が
務
め
た
。

座
談
会
は
「
創
設
の
こ

ろ
」
、
「
発
展
期
」
、
「
安
定

期
」、「
現
在
か
ら
未
来
へ
」

の
４
部
構
成
で
進
行
し
た
。

ま
ず
初
代
所
長
の
坂
本
名
誉

教
授
が
口
火
を
切
り
、
発
足

当
時
の
資
料
を
示
し
な
が

ら
、
設
立
に
至
る
経
緯
や
設

立
趣
意
書
、
事
務
局
員
体
制

な
ど
に
つ
い
て
詳
し
い
説
明

を
行
っ
た
。
そ
の
中
で
、
鳩

山
由
紀
夫
首
相
が
研
究
所
所

員
で
あ
っ
た
時
代
の
写
真
を

披
露
す
る
場
面
も
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
当
時
の
こ
と
を

知
る
奥
田
名
誉
教
授
や
竹

村
、
小
島
、
佐
藤
、
中
村
の

各
教
授
が
関
連
す
る
エ
ピ
ソ

ー
ド
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
語

っ
た
。
研
究
所
の
発
展
期
と

安
定
期
に
つ
い
て
は
所
長
経

験
者
の
齋
藤
教
授
と
�
田
名

誉
教
授
が
当
時
の
状
況
や
成

果
と
苦
労
点
に
つ
い
て
説
明

し
、
現
在
の
状
況
に
つ
い
て

は
綿
貫
前
所
長
が
説
明
し

た
。最

後
に
、
将
来
の
あ
る
べ

き
姿
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
、
情
報
化
社

会
の
進
展
に
よ
る
環
境
の
変

化
に
対
応
し
た
新
し
い
ス
タ

イ
ル
の
研
究
所
を
構
築
し
、

研
究
テ
ー
マ
を
明
確
に
し
、

そ
の
も
と
で
社
会
に
貢
献
す

る
研
究
を
進
め
て
い
く
べ
き

だ
と
い
う
結
論
に
達
し
た
。

白
熱
し
た
議
論
に
よ
り
、
あ

っ
と
い
う
間
に
３
時
間
が
経

過
し
、
座
談
会
は
終
了
し

た
。座

談
会
の
様
子
に
つ
い
て

は
、
研
究
所
の
発
行
す
る
年

報
「
情
報
科
学
研
究
」
に
掲

載
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
（
情

報
科
学
研
究
所
）。

専
修
大
学
は
、
０９
年
１０
月
の
「
日
本
オ
ー
プ
ン
ゴ

ル
フ
選
手
権
」
で
初
優
勝
を
果
た
し
た
ゴ
ル
フ
部
Ｏ

Ｂ
の
小
田
龍
一
さ
ん
を
推
薦
校
友
と
し
て
認
定
し
３

月
２４
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
日
髙
義
博
理
事
長
・

学
長
か
ら
推
薦
校
友
認
定
証
を
授
与
し
た
。

小
田
さ
ん
は
「
校
友
と
し
て
認
め
ら
れ
、
大
変
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。
そ
の
名
に
恥
じ
ぬ
よ
う
プ
ロ
と

し
て
ア
マ
や
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
の
模
範
と
な
る
プ
レ
ー

を
心
掛
け
ま
す
。」と
お
礼
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
の
新
入
生
向
け
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
「
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｓ

Ｅ
」、公
務
員
試
験
講
座
、

法
律
総
合
講
座
、
会
計
士

講
座
の
表
紙
を
飾
る
温
か

い
イ
ラ
ス
ト
∥
写
真
∥
を

卒
業
生
の
松
倉
香
子
さ
ん

（
平
４
文
）
が
担
当
し

た
。「

依
頼
を
い
た
だ
い
た

と
き
、
鳥
や
自
然
と
い
っ

た
身
の
回
り
に
あ
る
も
の

に
目
を
向
け
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
、
デ
ザ
イ
ン
が

浮
か
び
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
夢
多
い
学
生
生
活
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
皆
さ
ん

に
、
小
さ
な
生
き
物
た
ち

が
一
生
懸
命
生
き
て
い
る

姿
を
見
て
、
自
分
た
ち
が

恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
や
、

も
っ
と
頑
張
れ
る
と
い
う

こ
と
に
気
づ
い
て
ほ
し
い

と
い
う
思
い
を
込
め
ま
し

た
」
と
語
る
。

雑
誌
「
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
」
主
催
の
誌
上
コ

ン
テ
ス
ト
「
ザ
・
チ
ョ
イ

ス
」
で
、
２
０
０
９
年
度

の
大
賞
を
受
賞
し
た
松
倉

さ
ん
の
今
後
の
活
躍
に
注

目
し
よ
う
。

新
入
生
に
安
全
・
安
心
な

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
送
っ

て
も
ら
お
う
と
、
多
摩
区
安

全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
が
４
月
９
日
、
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
自
転
車
の
盗
難
防

止
や
ル
ー
ル
を
順
守
し
た
自

転
車
、
バ
イ
ク
の
運
転
、
防

火
意
識
の
向
上
、
地
域
活
動

へ
の
参
加
の
呼
び
か
け
な
ど

を
掲
載
し
た
チ
ラ
シ
を
配
布

し
た
∥
写
真
。

育
友
会
は
３
月
に
『
蒼
翼

の
獅
子
た
ち
』
の
英
訳
版『L

i
o
n
s
w
i
t
h
P
a
l
e- B

l
u
e

W
i
n
g
s

』を
完
成
さ
せ
、３
６

５
０
冊
を
大
学
に
寄
贈
し
た
。

菅
沼
堅
吾
育
友
会
長
は

「
学
生
の
国
際
交
流
に
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
話

し
て
い
る
。

校
友
会
誌
「
ア
ド
ニ
ス
」

５１
号
が
４
月
１５
日
に
発
行
さ

れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
、

特
集
「
仕
事
基
礎
力
パ
ー
ト

Ⅱ
」
の
情
報
力
、
「
わ
れ
ら

専
修
人
」
で
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ

ー
・
小
田
龍
一
さ
ん
、
㈱
ア

ル
フ
ァ
イ
ン
代
表
取
締
役
・

坂
元
み
ど
り
さ
ん
の
紹
介
な

ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

就
職
課
で
登
録
手
続
き
を
す
る
だ
け
で
、
求
人
検
索
や
就
職
相
談
な
ど
、
在
学

中
と
同
じ
よ
う
に
就
職
課
・
資
料
室
を
利
用
で
き
ま
す
。
学
内
企
業
説
明
会
の
参

加
も
可
能
。
ま
た
、
公
務
員
志
望
者
に
は
、
面
接
試
験
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。


就
職
課
（
神
田
）
☎
０３
（
３
２
６
５
）
５
８
２
７
、（
生
田
）
☎
０４４
（
９
１
１
）

１
２
６
９

〈
千
葉
県
支
部
連
合
総
会
〉

▽
４
月
２４
日
（
土
）
１１
時
３０

分
開
会
▽
Ｊ
Ｒ
千
葉
駅
ビ
ル

「
ペ
リ
エ
」
６
Ｆ

山
田
徳

雄
氏

０
４
７
６
（
２２
）
９

６
５
９

〈
宮
崎
県
支
部
総
会
〉

▽
６
月
１９
日
（
土
）
１７
時
３０

分
開
会
▽
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ル
シ

テ
ィ
宮
崎

佐
藤
俊
三
氏
☎

０
９
８
５
（
２４
）
４
３
２
３

校
友
会
で
は
専
修
大
学
Ｖ

Ｉ
Ｓ
Ａ
カ
ー
ド
の
加
入
募
集

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
通

常
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
機
能
に
加

え
「
校
友
の
弁
護
士
、
公
認

会
計
士
、
税
理
士
の
紹
介
」

や
「
校
友
の
協
力
店
で
の
割

引
、
優
遇
サ
ー
ビ
ス
」な
ど
、

本
学
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
お
問
い
合
わ

せ
は
校
友
会
事
務
局
☎
０３

（
３
２
６
５
）
７
５
７
９
ま

た
は
、
三
井
住
友
カ
ー
ド
入

会
案
内
デ
ス
ク
☎
０
１
２
０

・
８
１
６
４
３
７
ま
で

＊
入
会
さ
れ
た
方
に
は
、

校
友
会
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ

の
中
か
ら
ご
希
望
の
品
１
点

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

校
友
会
職
域
支
部
の
専
修

大
学
法
曹
会
が
主
催
す
る

「
無
料
法
律
相
談
会
」「（
後

援
∥
校
友
会
、
今
村
法
律
研

究
室
）
の
開
催
予
定
は
次
の

と
お
り
で
す
。

申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ

せ
は
今
村
記
念
法
律
事
務
所

☎
０３
（
３
２
６
４
）
１
７
２

１
ま
で
。
相
談
に
は
事
前
の

申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

【
場
所
】
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

８
号
館
１
階
「
今
村
記
念
法

律
事
務
所
」

【
日
程
】
※
毎
回
水
曜
日

４
月
２１
日
、
５
月
１９
・
２６
日
、

６
月
２
・
９
・
１６
・
２３
・
３０
日
、

７
月
７
・
１４
・
２１
日
、
９
月

１５
日
、
１０
月
２０
日
、
１１
月
２４

日
、
１２
月
１５
日
、
２
０
１
１

年
１
月
１９
日
、
２
月
１６
日
、

３
月
１６
日

【
時
間
】
１６
時
３０
分
～
１９
時

３０
分

江
戸
後
期
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

作
家
で
あ
り
、
大
長
編
『
南
総

里
見
八
犬
伝
』
（
全
９８
巻
）の
著

者
で
あ
る
曲
亭
馬
琴
の
世
界
を

一
冊
に
ま
と
め
あ
げ
た
。
Ａ
５

判
７
１
０
頁
を
超
え
る
大
作
。

現
在
、
残
さ
れ
た
板
本
や
稿

本
か
ら
作
品
の
創
作
過
程
を
細

か
く
辿
る
こ
と
で
馬
琴
作
品
に

多
く
見
ら
れ
る
手
法
を
探
り
、

馬
琴
の
発
想
の
型
を
見
出
す
。

ま
た
、
馬
琴
の
目
指
し
た
「
娯

楽
と
し
て
の
読
書
」
が
ど
の
よ

う
に
存
在
し
た
の
か
、
読
書
史

の
中
で
馬
琴
が
果
た
し
た
役
割

も
考
察
し
て
い
る
。

第
四
章
「
浮
世
絵
に
お
け
る

女
性
読
者
像
の
変
遷
」
は
圧

巻
。
２
５
６
も
の
読
書
す
る
女

性
を
描
い
た
浮
世
絵
を
、
通
史

的
に
概
観
、
解
説
し
て
い
る
。

（
笠
間
書
院
・
本
体
１
３
０
０

０
円
＋
税
）

著
者
（
い
た
さ
か
・
の
り
こ
）

∥
文
学
部
教
授
。
主
な
担
当
科

目
は
日
本
文
化
講
義
。

ド
イ
ツ
史
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近

現
代
史
、
国
際
労
働
運
動
史
を

専
攻
、
歴
史
学
の
国
際
交
流
や

歴
史
教
育
に
尽
力
し
、
２
０
０

８
年
に
亡
く
な
っ
た
西
川
正
雄

元
文
学
部
教
授
の
遺
稿
集
。
３

人
の
研
究
者
（
伊
集
院
立
・
法

政
大
学
教
授
、
小
沢
弘
明
千
葉

大
学
教
授
、
日
暮
美
奈
子
専
修

大
学
文
学
部
准
教
授
）
ら
の
力

で
出
版
が
実
現
し
た
。

論
集
出
版
に
意
欲
を
持
っ
て

い
た
西
川
氏
が
遺
し
た
メ
モ
な

ど
か
ら
氏
の
構
想
を
探
り
、
発

表
さ
れ
た
論
稿
と
報
告
を
再

録
。
歴
史
学
の
方
法
論
、
近
代

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
の
と
ら
え
方
、

歴
史
教
育
を
中
心
に
据
え
た
。

「
…
私
が
面
白
い
と
思
っ
た

こ
と
が
、
読
ん
で
く
だ
さ
っ
た

方
に
も
共
有
さ
れ
る
、
さ
ら
に

広
く
社
会
的
に
も
共
有
さ
れ

る
、
そ
の
こ
と
が
大
事
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
」
。
読
者
は
故
人

が
語
る
歴
史
学
の
醍
醐
味
を
味

わ
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

（
日
本
経
済
評
論
社
・
本
体
２

８
０
０
円
＋
税
）

著
者
（
に
し
か
わ
・
ま
さ

お
）
∥
元
文
学
部
教
授
。

日
本
の
税
理
士
法
は
、
ド
イ

ツ
税
理
士
法
の
強
い
影
響
を
受

け
て
生
成
・
発
展
し
て
き
た
。

ド
イ
ツ
税
理
士
法
は
、
２
０
０

８
年
に
第
８
次
改
正
が
行
わ

れ
、
日
本
で
も
改
正
か
ら
９
年

が
経
過
し
、
制
度
を
取
り
巻
く

社
会
的
環
境
が
大
き
く
変
化
し

た
こ
と
か
ら
、
改
正
の
議
論
が

始
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
か
ら
、
日
本
税
理
士
会
連

合
会
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ
る

㈶
日
本
税
務
研
究
セ
ン
タ
ー

が
、
創
立
２５
周
年
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
企
画
・
刊
行
し

た
。
第
Ⅰ
部
「
ド
イ
ツ
税
理
士

法
の
変
遷
と
第
８
次
改
正
法
の

概
要
」
、
第
Ⅱ
部
「
ド
イ
ツ
税

理
士
法
（
全
文
・
和
訳
）」、
第

Ⅲ
部
「
ド
イ
ツ
税
理
士
法
・
訳

語
集
」、第
Ⅳ
部
「
ド
イ
ツ
税
理

士
法
（
全
文
・
原
文
）
」
と
な

っ
て
い
る
。
（
日
本
税
務
研
究

セ
ン
タ
ー
・
定
価
１
３
０
０
円
）

訳
者
（
や
な
ぎ
・
ゆ
う
じ
）

∥
商
学
部
教
授
、
会
計
学
研
究

所
所
長
。
主
な
担
当
科
目
は
税

法
、
税
務
会
計
論
。

「
専
修
大
学
法
曹
会
」主
催

国
際
経
済
学
科
の
２
人
の
卒
業
生

無
料
法
律
相
談
会

青
年
海
外
協
力
隊
員
に

曲
亭
馬
琴
の
世
界

研
究
テ
ー
マ
明
確
に
し
、社
会
貢
献
を

戯
作
と
そ
の
周
縁

▲ 左から３人目が下川さん

＝タイの難民キャンプで

▲ 白熱した議論が展開された

（奥は司会の大曽根教授）

板
坂

則
子
著

安
全
・
安
心
な
新
生
活
を

歴
史
学
の
醍
醐
味

西
川

正
雄
著

『
蒼
翼
の
獅
子
た
ち
』
英
訳
版
完
成

育
友
会
が
大
学
に
寄
贈

推
薦
校
友
に

小田 龍一さん

＜０９年度日本オープン優勝＞

専
修
大
学
カ
ー
ド

！

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
表
紙

イ
ラ
ス
ト
は

卒
業
生
の

松
倉
さ
ん

▲ 小田さんを挟んで

日髙理事長（右）と

甘竹秀雄校友会長

ド
イ
ツ
税
理
士
法

―
第
８
次
改
正
報
告
書
―

ゴルフ部
Ｏ Ｂ

ア
ド
ニ
ス
５１
号
刊
行

柳

裕
治
訳

卒
業
生
も
就
職
課
を
利
用
で
き
ま
す
！

情
報
科
学
研
究
所
設
立
３０
周
年
記
念
座
談
会

会

員

募

集

中
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